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▼図2　2時間耐火構造部材 
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1.背景/目的 
　 そもそも日本の伝統建築は木造であるが、震災や戦 
災による都市の不燃化の流れにより、その後 都心部に 
建造される、 殆どの建物が近代建築である鉄とコンク 
リート造で作られてきた。そんな中、2000年に建築 
基準法が改正　され、その後の技術開発により都心部 
でも木造で大規模な建築物が建築可能となった。また 
本設計の対象敷地である中央区では、平成18年10月 
から、東京都西多摩郡檜原村にある森林約33.5haを 
「中央区の森」として位置づけ、森林保全活動　を支 
援し、木材の利用促進を積極的に行っている。以上の 
背景より、本設計では東京日本橋馬喰町を対象敷地と 
し木質ビルの試設計を行い、都市部における木質建築 
の魅力および可能性を見いだす事を目的とする。 
2.初期研究/スタディ 
2-1.木質構造建築 
2-1-1.木建築の変遷 
木構造の変遷を辿り、木建築の現状を把握。本設計で 
は、現代木質構造建築にあたる中高層木造に焦点をあ 
て研究および設計を行う （図1） 。 
2-1-2.事例分析 
近年日本で竣工された事例3事例、プロジェクト9作品 
を対象とし、分析を行った （表1） 。それにより中高 
層木質建築を実現させるための技術および法規制の現 
状と課題が明らかになった。 

2-1-3.考察 
事例分析より、4階建て木造建築物は2×4構法や軸組 
構法など、これまでの住宅の構造形式の延長で建築可 
能であり、5階建て以上の建物は、集合住宅では壁構 
造、事務所ではラーメン構造が主流となっている。ま 
た木造の中高層を建設するにあたり課題となるのは、 
5～14階分の主要部材を2時間耐火構造とするという 
法規制であるが、この事項に関して本研究で対象とし 
た事例は2種類に分ける事ができる。実際に竣工され 
ている建物は混構造型。例えば5階建ての建物の場 
合、1階をRC造2～5階を木造とし2時間耐火を実現さ 
せている。一方でプロジェクト作品は、2時間耐火部 
材型として分類することができる。また2時間耐火部 
材型には、①.木材を耐火被覆材で覆う耐火被覆型、 
②.木材と木材の間に不燃加工した燃え止まり型、③. 
鉄骨を木材に内蔵している木質ハイブリット型に分け 
られる事ができ、このような技術により2時間耐火を 
可能としていることが分かった （図2） 。 
2-2.対象敷地 
対象敷地は東京日本橋馬喰町に位置する （図3） 。 中 
央区日本橋地域は、かつて江戸の中心地として非常に 
栄えた街であり、現在も老舗店舗、問屋、オフィス等 
が集積する場所である。現在では都市機能の変化に伴 
い空きオフィスや空き倉庫などが街の至る所に点在 
し、一方で交通利便性の高さ、坪単価の安さ等から多 
くの人達が新たに居住、従業し始めている。本設計で 
はその中でも一昨年程前から増え続けているギャラ 
リーに着目し、現地調査、ヒアリング調査を行った。 

木質都市へ 
‒東京日本橋馬喰町における木質ビルの試設計‒
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▼図3　対象敷地

▼表2　周辺ギャラリー

▼表3　ギャラリーの現況

▼図4 スタディモデル
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2-2-1.ギャラリー
東京日本橋馬喰町周辺に点在しているギャラリーの調
査を行った（表2）。殆どのギャラリーは空き倉庫や
空きオフィスをリノベーションし作られたギャラリー
であり、またこの地域でギャラリーが増え続けている
経緯としては、問屋の衰退からの空き倉庫の増加が考
えられる。そこに高い階高、自由なリノベーションを
求めるギャラリーとの要求が一致した結果このような
流れになっていると考えられる（表3）。
2-2-2.ヒアリング調査
本設計において、プログラムの企画•構想を考えるに
あたり地域住人の要求を調査するため、以下に示す4
人の方に対し、ヒアリング調査を実施した〈アーティ
スト/地域住民/ビルオーナー/不動産〉。ヒアリング調
査より、今後もこのようなギャラリーが増え続けるの
ではないかと予想され、ギャラリーの増加は外部から
の人の呼び込みを生み地域活性化へとつながる可能性
があると考えられる。また、問題点としては地域住民
のギャラリーに対する認知度の低さという事があげら
れ、その原因として小さい規模のギャラリーが広範囲
に点々とし、ギャラリーの存在に気付きにくいという
現状が考えられる。
2-2-3.プログラム
以上の調査から、プログラムの検討を行った。まず企
画立案のコンセプトをいくつかのプログラム案だし、
周辺施設の調査などを行い決定した。以上より本設計
では点在しているギャラリーの拠点となるような
「アーティスト•イン•レジデンス」　の機能をもった
ビルを計画する。ここでは、若手アーティストが住み
ながらにして制作と展示ができるとともに、若手アー
ティストの発育、育成そして東京からの発信、また街

の活力として芸術•文化の多様性のサポートを目的と
し計画を行う。
2-3.モデルスタディ
「木のような建築」 をイメージし、5つのスタディモ
デルを制作し、検討を行った（図4）。
①.「林のような」
②.「幹のような」
③.「根のような」
④.「生物の住処のような」
⑤.「寄り添う木々のような」

以上のスタディモデルをブラッシュアップしていくな
かで、木のような建築を形作る要素は多種多様である
ことが分かり、その中でも本設計では「木のような建
築」を設計するための基本要素として以下の2点をあ
げ設計を進めた。
■断面積の疎密
木は幹から枝、葉へと上層にかけて軽くそして先細り
になり、領域を広げる。
■枝分かれ
木は光合成をするために、受光面を最大化する枝分か
れの原理が存在する。その原理こそ人が木の生み出す
領域に快適さを感じる最大の要因がある。

註3）

註4）



▼図7　形態生成プロセス

▼図8　構成要素
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▼図5　設計コンセプト　

「木の領域」 「木のような領域」

領域

形態

（方向性、 階層性、 象徴性、 軸性）

システム

（循環性、 生産性）

構造

（分岐、 束）

空間→体感
形態

（梁•桁方向、 柱、 梁モデル）

システム

（平面、 断面、 動線、 水回りダイアグラム）

構造

（詳細モデル）

▼図9　幹/枝モデル
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3.設計コンセプト
前章の調査研究、スタディをもとにコンセプト設計を
行った（図5）。実際の木がどのような形態、システ
ム、構造で、自然界の中で何を担っているかなど、木
が人に及ぼす領域（これを以降「木の領域」と呼ぶ）
の分析を行い、それを建築に置き換え（これを以降
「木のような領域」と呼ぶ）空間構成を考えた。

3-1.木の領域
木の葉と葉、枝と枝、幹と幹の間には幾重にも重層し
合い、浸透し合う領域があり、その領域構成が木独特
の領域を作り出している。木漏れ日が落ち、生物は自
らの居場所を探し宿る。そういった領域を構成してい
る要素の抽出および分析を行った。
3-1-1.木の形態
■方向性
木は光合成のため自ら上へ伸び、四方へと広がる。
■階層性
根、幹、枝、葉といったヒエラルキーが存在する。
■象徴性
木には木と認識できる独自の形が存在する。
■軸性
幹は枝を支え、葉を支え、生き物を支える軸となる。
3-1-2.木のシステム
■循環性
地下水を吸い上げ、空気中に水を蒸散する。自然のシ
ステムの一部を担っている。
■生産性
木は光合成によって二酸化炭素を吸収し、人間に必要
な酸素を供給する。

3-2.木のような領域 
3-2-1.木のような形態
■形態生成プロセス
木のような形態を形成する構成要素を、対象敷地条件
から決定する（図7）。対象敷地は両サイドが道路に
面しており、両サイドに木漏れ日のオープンスペース
を設けるように形作る。これにより得られた外形よ
り、それらを構成する基本構成要素を太さ200×400
（mm）の無数の線材から成る3種類のフレーム（図
8）とし、これにより3-1-1.木の形態における〈方向性
/象徴性〉が作り出す領域が形成される。

■梁方向モデル（図9）
前述したフレームを層状に積み上げ（地上7階、地下3
階）、以下の図のようなフレーム断面を考える。これ
が桁方向に115パターン存在し、全体を構成してい
る。またこのフレームは2種類存在し、主構造材とな
る「幹モデル」とそれを補うように存在する「枝モデ
ル」がある。「幹モデル」は、3-1-1.木の形態におけ
る〈軸性〉が作り出す領域が形成され、「枝モデル」
は上層部で現れ、枝分かれし四方へと広がり床面積を
広げるため、3-1-1.木の形態における〈方向性〉2-3.
モデルスタディにおける基本要素である〈軸性〉が作
り出す領域を形成される。

■各階別柱断面減少モデル（図10）
高さ方向においては桁方向で考え、2-3.モデルスタ
ディにおける基本要素である〈断面積の疎密〉を表現
する。1階の柱断面積を100%とし、上階に行くにつれ
柱を減らし、最上階の7階では20%まで減少させる。
柱の断面積の減少によって、各階の空間の質が変わっ
ていくことを意図し、減少させていく。下層は密に重
く濃く狭く閉鎖的に。上層は疎に軽く広く開放的に。



◀図10　各階別柱断面積
　　　 減少モデル

▼図11　基準階平面図
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▲図12 柱/梁モデル ▲図13 フレームパース
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■全体モデル
建物の足下には、木漏れ日が落ち、1階の空間は洞窟
のようなずっしりとした均質な壁の空間。上階にいく
ほど、視界がひらけ柱のみのランダムな空間へと変化
する（図11-13）。

4.結
「木のような建築を木質で設計する」
それが本設計を通して、やりたかったことである。木
造で設計すると考えると、やはり法規上の制約や防火
•耐火の問題、コストの問題などが必ずつきまとう。
けれども、現在多くの研究者が木材の構造、防火、耐
火性能を高めようと技術開発も進んでいる。そんな中
で、もし都市部で自由に木造が建てられたら、どんな
建物ができるかと構想したのが本設計である。木に囲
まれてできる空間は、コンクリートや鉄骨でできる空
間とはやはり違う。技術面での立証が今後の課題とし
てあげられるが、木質ビルを構想することで木質都市
への第一歩になればと思う。
（脚注1） 2000年建築基準法改正以降、耐火性能を満足すれば木造中高層建築物の建設が可能となった。木造中高層建築物を建てるには、主要構
造部（柱•梁•壁•床•屋根•階段）を「耐火性能」とする必要があり、更に階数によって○最上階から数えて4階分の主要構造部を「1時間耐火構造」とす
ること○最上階から数えて5～14階分の主要構造部材を「2時間耐火構造」とすること、が求められる。2） 多摩地域の森林保全活動、多摩地区とは、特
別区（23区）、諸島（伊豆諸島•小笠原諸島）以外の東京全域を指しており、東京都の面積の約3割（諸島を除く）は多摩地域における森林が占めてい
る。近年、多摩地域では、スギやヒノキなどの人工林の荒廃が進み、その面積は約2万haと言われており、多摩地域の森林面積（約5万3.000ha）の約
38%となっている。森林保全活動には、主に間伐、枝打ち、下草刈り、植樹等がある。3）アート、デザイン、音楽、建築といった創造的分野で活動するクリ
エイターが滞在制作を行う施設。宿泊室とスタジオ、交流スペースやアーティストファイルをアーカイブしたライブラリーなどがある。またレジデンス
滞在成果発表としての展覧会の開催や、滞在制作のプロセスを重視したプロジェクトなどのプログラムを展開する。4）木は光合成をするための合理
的な形態をしている。、根を張り巡らせ、幹をの伸ばし、枝葉を広げる。そういった構造は、建築に於いても適応可能であると考えられる。（参考文献）1）
JASB 建築雑誌 2008 年10 月号「 高層木造実現シナリオ」大橋好光(武蔵工業大学教授)　2）建築ジャーナル 2009 年4 月号「進化する木造建築」　
3） 新建築2003 年4 月「木造建築の可能性を探る」4）東京大学生産技術研究所腰原研究室HP　5）timberize Tokyo 活動資料
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これにより、各階ごと
の空間変化を演出し、
「木のような領域」が
形成される。


